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操
作
と
言
論 

―
―
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
言
論
」
の
憲
法
的
価
値
を
め
ぐ
る
序
論
的
考
察
―
―

山　
　

本　
　

龍　
　

彦

一　

は
じ
め
に

二　

ス
ト
ラ
ウ
ス
の
説
得
性
原
則
と
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明

三　

Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
―
―
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
言
論
」
？

四　

終
わ
り
に一　

は
じ
め
に

　

イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ケ
リ
ー
（Jem

im
a K

elly
）
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
と
す
る
現
在
の
情
報
空

間
を
、
市
民
が
意
見
交
換
を
行
う
ア
ゴ
ラ
で
は
な
く
、
観
客
が
よ
く
暴
徒
化
し
た
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
劇
場
」
に
擬
え
た（

（
（

。
こ
の
ア

テ
ナ
イ
の
劇
場
は
、
葡
萄
酒
と
酩
酊
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
（
あ
る
い
はBacchus

）
を
祝
す
祭
の
会
場
で
あ
り
、

ケ
リ
ー
の
比
喩
は
、
現
在
の
情
報
空
間
が
、
Ａ
Ｉ
生
成
物
、
偽
・
誤
情
報
、
誹
謗
中
傷
な
ど
が
入
り
乱
れ
、
そ
れ
に
酔
っ
払
っ
た
者

た
ち
が
日
々
乱
痴
気
騒
ぎ
を
す
る
混
沌
た
る
空
間
と
化
し
た
こ
と
を
悲
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
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確
か
に
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー（

（
（

と
呼
ば
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
下
、

我
々
の
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
を
直
感
的
・
本
能
的
に
引
く
よ
う
な
刺
激
的
「
言
論
」
が
過
度
に
拡
散
・
増
幅
す
る
よ
う
に
な
り
、
我
々
の

理
性
や
自
律
性
に
訴
え
る
「
言
論
（speech

）」
が
そ
の
影
響
力
を
急
速
に
失
い
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
け
れ
ど
も
多
く
の
憲

法
研
究
者
は
、
こ
の
感
覚
を
共
有
し
、
状
況
を
憂
い
つ
つ
も
、
情
報
空
間
の
交
通
整
理
に
向
け
た
積
極
的
な

0

0

0

0

議
論
に
は
戸
惑
い
を
覚

え
る
だ
ろ
う
。
か
よ
う
な
議
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
「
出
力
」
の
う
ち
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

を
区
別
し
、

保
護
さ
れ
る
「
出
力
」
の
な
か
で
も
そ
の
価
値
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
に
連
な
る
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
そ
れ
は
、
自
ら
の
都
合
で

情
報
空
間
に
介
入
し
よ
う
と
す
る
国
家
権
力
の
免
罪
符
に
も
な
る
。
無
論
、
こ
の
懸
念
は
憲
法
学
に
と
っ
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
表
現
の
自
由
を
殊
更
に
重
視
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
で
も
、
か
か
る
リ
ス
ク
を
過
度
に
意
識
し
た
議
論
の
萎
縮
や
、
そ
こ
か

ら
く
る
沈
黙
が
、
必
ず
し
も
誠
実
な
学
問
的
態
度
で
は
な
い
と
主
張
す
る
考
え
が
有
力
化
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
偽
・
誤
情
報
や

Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
言
論
」（
情
報
出
力
）
が
遍
在
化
し
た
情
報
空
間
の
大
き
な
変
容
を
前
に
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
言
論
、
あ
る
い
は

特
に
保
護
さ
れ
る
言
論
を
画
定
す
る
必
要
性
―
―
「
言
論
」
の
差
別
化
の
必
要
性
―
―
を
強
調
す
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

本
稿
は
、「
操
作
（m

anipulation

）」
や
「
自
律
性
（individual autonom

y

）」
を
鍵
概
念
に
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
「
言
論
」
の

意
味
を
探
究
す
る
ス
ト
ラ
ウ
ス
（D

avid A
. Strauss

）（
（
（

や
ピ
ー
タ
ー
ズ
（A

lec Peters

）
の
議
論（

（
（

を
参
照
し
な
が
ら
、
先
述
の
「
混

沌
」
の
主
な
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
①
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明
（false statem

ent of fact

）
と
、
②
コ
ン
テ
ン
ツ
の
Ａ
Ｉ
推
薦

シ
ス
テ
ム
（
機
械
学
習
を
用
い
た
Ａ
Ｉ
が
、
動
画
等
を
ユ
ー
ザ
ー
に
レ
コ
メ
ン
ド
す
る
シ
ス
テ
ム
。
以
下
、「
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
。）
の
憲
法
上
の
位
置
付
け
を
試
論
的
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
の
解
釈
と
し
て
ス

ト
ラ
ウ
ス
が
提
示
す
る
「
説
得
性
原
則
（persuasion principle

）」
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
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二　

ス
ト
ラ
ウ
ス
の
説
得
性
原
則
と
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明

1　

説
得
性
原
則

　

ア
メ
リ
カ
憲
法
学
の
泰
斗
で
あ
る
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
表
現
の
自
由
に
関
す
る
法
理
論
の
中
核
に
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
も
基
本

的
に
支
持
し
て
き
た
考
え
と
し
て
「
説
得
性
原
則
」
を
挙
げ
る（

（
（

。
同
原
則
は
、「
政
府
は
、
あ
る
言
論
が
、
政
府
が
有
害
だ
と
み
な

す
何
か
を
行
う
よ
う
人
々
を
説
得
す
る

0

0

0

0

可
能
性
に
基
づ
い
て
、
言
論
を
抑
制
し
て
は
な
ら
な
い
」（

（
（

、
あ
る
い
は
、「
言
論
の
説
得
効
果

0

0

0

0

（persuasive effects

）
か
ら
生
じ
る
有
害
な
結
果
は
、
言
論
を
制
限
す
る
正
当
化
根
拠
の
一
部
を
構
成
し
え
な
い
」（

（
（

（
強
調
は
い
ず
れ

も
筆
者
）
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
第
一
義
的
に
は
、
言
論
が
説
得
力
を
持
ち
す
ぎ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
理
由
に
―
―
た
と
え
説
得
の
力
に
よ
り
有
害
な
結
果
を
惹
起

し
う
る
行
為
に
人
を
走
ら
せ
る
と
し
て
も
―
―
政
府
は
言
論
を
規
制
で
き
な
い
と
い
う
、
政
府
に
対
す
る
憲
法
上
の
統
制
規
範
と
な

る
。
し
か
し
、「
説
得
」
と
い
う
「
理
性
に
訴
え
る
プ
ロ
セ
ス
（process of appealing to reason

）」
を
重
視
す
る
こ
の
議
論
の
要

諦
は
、「
説
得
」
を
人
間
の
理
性
に
訴
え
な
い
単
な
る
「
誘
導
（induce

）」
と
区
別
し
、
後
者
を
表
現
の
自
由
の
保
護
領
域
か
ら
外

そ
う
と
す
る
点
、
ま
た
後
者
に
対
す
る
政
府
規
制
を
積
極
的
に
許
容
す
る
点
に
あ
る（

（
（

。
彼
の
議
論
は
、「
説
得
」
と
い
う
技
法
―
―

理
性
に
訴
え
て

0

0

0

0

0

0

人
の
行
動
や
信
念
を
変
容
さ
せ
る
力
―
―
と
、
非
合
理
的
な
手
段
で
行
動
を
誘
発
す
る
「
誘
導
」
と
い
う
技
法
―
―

理
性
を
迂
回
し
て

0

0

0

0

0

0

0

行
動
さ
せ
る
力
―
―
と
の
間
に
線
を
引
こ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
ウ
ス
が
「
誘
導
」
の
典
型
と
し

て
挙
げ
た
の
が
、
①
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明
と
、
②
軽
率
な
行
動
（ill-considered action

）
を
惹
起
す
る
言
明
（「
聞
き
手
が
、
当

該
言
明
と
あ
り
う
る
反
論
に
つ
い
て
考
え
る
前
に

0

0

0

0

0

行
動
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
言
論
（speech that seeks to elicit action before the 

hearer has thought about the speech and possible answ
ering argum

ents
）」〔
強
調
は
筆
者
〕）（

（1
（

で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
連
邦
最
高
裁
も
「
修
正
一
条
の
核
心
に
は
、
表
現
し
、
吟
味
し
、
受
容
す
る
に
値
す
る
思
想
お
よ
び
信
念
を
、
各
人
が
自
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分
自
身
で
決
定
す
べ
き
と
す
る
原
則
が
存
在
す
る
」（

（1
（

と
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
修
正
一
条
を
支
え
る
価
値
の
一
つ
に
個
人

の
自
律
性
が
あ
る
と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る（

（1
（

。
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
説
得
性
原
則
を
こ
の
自
律
性
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
る
。「
説

得
」
に
憲
法
上
価
値
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
個
人
の
自
律
性
を
尊
重
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、「
誘
導
」
に
憲
法
上
価
値
が
な
い
の

は
、
そ
れ
が
自
律
性
を
否
定
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
、
彼
は
、
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
う
え
で
、「
操
作
的
な
噓

（m
anipulative lie

）」
が
他
者
に
与
え
る
影
響
に
着
目
す
る
。

　
「
Ａ
が
Ｂ
に
噓
を
つ
き
、
Ａ
が
望
む
よ
う
な
行
動
を
Ｂ
に
と
ら
せ
る
と
す
る
。
例
え
ば
、
Ａ
が
実
際
に
は
怠
け
て
い
る
だ
け
な
の
に
、
病

気
な
の
だ
と
偽
り
、
Ａ
に
便
宜
を
図
る
よ
う
Ｂ
を
誘
導
す
る
場
合
を
考
え
て
み
よ
。
こ
の
よ
う
な
欺
き
は
、（
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
）

道
徳
的
に
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
Ｂ
を
こ
の
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
が
無
礼
（disrespectful

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
Ｂ
が
、
Ａ
に
よ
っ
て

自
ら
を
人
間
以
下
の
存
在
と
し
て
―
―
Ａ
の
意
志
の
単
な
る
道
具
と
し
て
―
―
扱
わ
れ
た
と
感
じ
る
の
は
正
当
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

Ａ
は
Ｂ
を
操
作
し
た

0

0

0

0

。
Ｂ
を
人
間
と
し
て
取
り
扱
う
代
わ
り
に
道
具
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
」（

（1
（

。

　

ス
ト
ラ
ウ
ス
の
こ
の
議
論
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
Ａ
が
つ
い
た
「
操
作
的
な
噓
」
を
、
身
体
に
働
き
か
け
る
「
あ
か
ら
さ
ま

な
強
制
（outright coercion

）」
よ
り
も
悪
質
だ
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
彼
は
、
操
作
的
な
噓
も
、
強
制
も
、「
被
害
者
に
対

し
て
支
配
力
を
行
使
す
る
手
段
」
と
し
て
被
害
者
の
自
律
性
を
蔑
ろ
に
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、「
被
害
者
に
、
自
分
が
支
配

さ
れ
、
操
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
す
ら
気
づ
か
せ
な
い
」
前
者
は
、
支
配
へ
の
認
知
・
認
識
を
与
え
る
後
者
よ
り
も
「
陰
湿
」
だ
と

い
う
の
で
あ
る（

（1
（

。
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
強
制
で
は
未
だ
「
被
害
者
の
精
神
は
自
由
」
で
あ
り
、
強
制
に
よ
り
作
出
さ
れ

る
こ
の
身
体
的
隷
属
状
態
の
方
が
、
操
作
的
な
噓
に
よ
り
作
出
さ
れ
る
精
神
的
隷
属
状
態
よ
り
も
（
自
律
性
を
基
準
に
す
れ
ば
）
ま

だ
ま
し
0

0

だ
と
も
い
う
。
繰
り
返
す
が
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
、
被
害
者
に
、
自
身
の
目
的
で
は
な
く
発
話
者
の
目
的
を
秘
密
裏
に
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追
求
さ
せ
よ
う
と
す
る
操
作
的
な
噓
は
、「
人
生
の
計
画
を
決
定
し
、
自
ら
の
目
標
を
定
め
る
」
自
律
の
能
力（

（1
（

、
す
な
わ
ち
、「
善
の

観
念
を
形
成
し
、
合
理
的
に
熟
慮
し
、
自
ら
の
目
標
と
整
合
的
に
行
動
す
る
能
力
」（

（1
（

に
対
す
る
「
特
に
深
刻
な
侵
害
」（

（1
（

と
み
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
自
律
性
の
価
値
を
特
に
重
視
す
る
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
説
得
性
原
則
は
、「
説
得
」
と
「
誘
導
」（
ま
た
は
操
作
）
を

憲
法
上
区
別
し
、
政
府
が
説
得
の
力
を
恐
れ
て
言
論
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
厳
し
く
制
限
す
る
一
方
、「
理
性
に
訴
え
る
プ

ロ
セ
ス
」
を
迂
回
し
よ
う
と
す
る
誘
導
・
操
作
の
政
府
規
制
を
積
極
的
に
許
容
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明

　

先
述
の
と
お
り
、
い
わ
ゆ
る
偽
・
誤
情
報
の
拡
散
・
増
幅
は
、
現
在
の
情
報
空
間
の
深
刻
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
ウ
ス

の
説
得
性
原
則
は
、
事
実
に
関
す
る

0

0

0

0

0

0

虚
偽
言
明
の
憲
法
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
う
る
。

　

ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
端
的
に
「
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明
は
理
性
に
訴
え
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
使
用
は
説
得
を
構
成
せ
ず
、

し
た
が
っ
て
説
得
性
原
則
に
よ
り
保
護
さ
れ
な
い
」（

（1
（

と
述
べ
る
。
名
誉
毀
損
的
表
現
に
関
す
る
一
九
七
四
年
のGertz v. Robert 

W
elch, Inc.

事
件
判
決（

（1
（

で
、
連
邦
最
高
裁
が
、「
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明
に
は
憲
法
上
の
価
値
は
な
い
。
意
図
的
な
噓
も
、
不
注

意
な
誤
り
も
、
公
共
問
題
に
関
す
る
『
抑
制
さ
れ
な
い
、
活
発
で
、
広
く
開
か
れ
た
』
議
論
と
い
う
社
会
的
利
益
を
促
進
し
な
い
」（

（2
（

と
述
べ
た
の
も
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
同
趣
旨
と
さ
れ
る
。
彼
の
議
論
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
ピ
ー
タ
ー
ズ
も
、Gert

判
決
は

「〔
事
実
に
関
す
る
〕
虚
偽
言
明
は
、
現
実
に
は
相
反
す
る
行
動
様
式
を
と
る
よ
う
聞
き
手
を
操
作
す
る
こ
と
（m

anipulating

）
で
聞

き
手
の
自
律
性
に
干
渉
し
、
以
て
合
理
的
な
自
己
決
定
を
阻
害
す
る
」
こ
と
を
問
題
視
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、「『
抑
制
さ
れ
な
い
』

議
論
の
価
値
を
、
実
際
上
そ
の
抑
制
さ
れ
な
い
性
質
そ
の
も
の
に
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。

　

周
知
の
と
お
り
、
日
本
の
最
高
裁
は
、
名
誉
毀
損
罪
に
関
す
る
事
案
で
、「
刑
法
二
三
〇
条
ノ
二
第
一
項
に
い
う
事
実
が
真
実
で

0

0

0

0

0

0
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あ
る
こ
と
の
証
明
が
な
い
場
合
で
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
行
為
者
が
そ
の
事
実
を
真
実
で
あ
る
と
誤
信
し
、
そ
の
誤
信
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
確
実
な

資
料
、
根
拠
に
照
ら
し
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
犯
罪
の
故
意
が
な
く
、
名
誉
毀
損
の
罪
は
成
立
し
な
い
」（
強
調
は
筆
者
）（

（2
（

と

述
べ
て
き
た
（
民
事
上
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
も
同
旨
）。
こ
の
一
節
か
ら
は
、
誤
信
す
る
こ
と
に
相
当
な
理
由
さ
え
あ
れ
ば
、
事
実

に
関
す
る
虚
偽
言
明
も
憲
法
上
の
保
護
を
受
け
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
相
当
性
の
法
理
」
も
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
ら

の
指
摘
の
よ
う
に
、
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明
そ
れ
自
体
に
憲
法
上
の
価
値
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
理
性
に
訴
え
る
真
実
の
言
明
を
萎
縮
さ
せ
な
い
た
め
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
事
実
に
関
す
る
一
定
の
虚
偽
言
明
を
政
策
的

0

0

0

・
予
防
0

0

的
に
0

0

保
護
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（2
（

。
加
え
て
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
議
論
か
ら
は
、「
確
実
な
資
料
、
根
拠
に
照
ら
し
」
て
真

実
で
あ
る
と
誤
信
し
た
者
―
―
誠
実
に

0

0

0

間
違
え
た
者
―
―
に
は
、
受
け
手
を
操
作
す
る
意
図
は
な
く
、
道
徳
的
に
も
厳
し
く
非
難
さ

れ
る
謂
れ
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
彼
（
女
）
ら
は
、
受
け
手
の
理
性
に
訴
え
よ
う
と
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
真
実
を
探
求
し
よ
う

と
試
み
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
み
る
と
、
日
本
の
判
例
に
お
け
る
相
当
性
の
法
理
も
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
説
得
性
原
則
か
ら
説
明
可

能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
ご
く
簡
単
に
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
説
得
性
原
則
を
み
た
が
、
偽
・
誤
情
報
が
蔓
延
る
現
在
の
情
報
空
間
を
前
に
、
事
実
に
関
す

る
虚
偽
言
明
が
憲
法
上
の
価
値
を
本
来
的
に
持
つ
わ
け
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
そ
の
論
旨
を
改
め
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
の
意
義
は
小
さ

く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三　

Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
―
―
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
言
論
」
？

1　

問
題
の
所
在
―
―M

oody

判
決
を
踏
ま
え
て

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
近
年
は
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
獲
得
を
最
大
の
使
命
と
し
た
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
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ム
が
、
刺
激
的
な
偽
・
誤
情
報
や
誹
謗
中
傷
を
拡
散
・
増
幅
さ
せ
た
り
、
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
や
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
を
生
み
出
し

て
ユ
ー
ザ
ー
の
政
治
的
傾
向
を
極
端
化
さ
せ
、
分
断
を
増
長
さ
せ
た
り
し
て
い
る
な
ど
と
指
摘
さ
れ
る
。
加
え
て
最
近
は
、
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
の
最
大
化
を
目
的
と
し
た
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
動
画
等
の
（
ユ
ー
ザ
ー
の
嗜
好
等
に
合
わ
せ
た
）
フ
ィ
ー
ド
に
よ
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
へ
の
依
存
・
中
毒
や
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悪
化
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
報
告
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

周
知
の
よ
う
に
、
欧
米
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
透
明
性
確
保
や
情
報
摂
取
に
関

す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
主
体
性
確
保
の
た
め
の
種
々
の
規
制（

（2
（

が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
同
時
に
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
の
選

別
・
提
供
行
為
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
の
編
集
権
行
使
に
当
た
り
、
こ
う
し
た
規
制
が
事
業
者
の
表
現
の
自
由
を
侵
害
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
〇
二
四
年
七
月
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
恣
意
的
で
あ
る
（
実
際
に
は
保
守
派
の
見
解
を
不
当
に
扱
っ
て
い
る
）
と
し
て
、
そ
の

方
法
に
介
入
す
る
（
特
定
の
理
由
・
見
解
に
基
づ
く
コ
ン
テ
ン
ツ
表
示
順
位
の
変
更
や
削
除
等
を
禁
止
す
る
）
フ
ロ
リ
ダ
州
法
お
よ
び
テ

キ
サ
ス
州
法（

（2
（

の
合
憲
性
を
争
っ
たM

oody v. N
etChoice, LLC.

事
件
判
決（

（2
（

が
下
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
憲
法
学
上
大
き
な
論

争
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
本
質
的
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
の
選
別
・
提
供
行
為
が
修
正
一
条

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
の
か
、
保
護
さ
れ
る
と
し
て
も
、
新
聞
社
等
の
人
間
に
よ
る

0

0

0

0

0

編
集
と
同
等
の
保
護
を
受
け
る
か
、
と
い
う
点

で
あ
る
。

　

日
本
で
も
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（

（2
（

、
ケ
ー
ガ
ン
判
事
（K

agan, J.

）
の
手
に
な
るM

oody

判
決
の
多
数
意
見
は
、「〔
修
正

一
条
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
〕
表
現
活
動
に
は
、
他
者
が
元
々
創
造
し
た
言
論
を
整
理
し
た
編
集
物
（curated com

pilation

）
を
提
供

す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
」（

（2
（

と
し
た
う
え
で
、（
人
間
に
よ
る
）「
編
集
者
（editors
）
…
…
と
同
様
に
、
主
要
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
フ
ィ
ー
ド
を
整
理
（curating

）
す
る
際
に
、『
多
様
な
声
』
を
組
み
合
わ
せ
、
独
自
の
表
現
的
提
供
物

（expressive offering

）
を
創
造
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
」（

（3
（

―
―
「
編
集
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
判
断
を
行
う
」
の
は
、「
新
聞
社
も
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プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
変
わ
ら
な
い
」（

（3
（

―
―
と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
だ
け
を
み
れ
ば
、
既
に
連
邦
最
高
裁
は
、
先
述
の
問
い
に
つ
い

て
最
終
的
な
答
え
を
与
え
た
よ
う
に
も
思
え
る（

（3
（

。
し
か
し
、
こ
の
多
数
意
見
は
、
実
際
に
は
原
審
が
文
面
上
違
憲
の
主
張
を
審
査
す

る
た
め
に
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
と
の
き
わ
め
て
形
式
的
な
理
由
で
差
し
戻
し
て
お
り
、
当
該
差
戻
し
の
理
由
と
な
っ
た
形

式
的
問
題
に
関
す
る
判
示
以
外
の
部
分
は
「
全
て
拘
束
力
の
な
い
傍
論
（nonbinding dicta

）
で
あ
る
」（

（3
（

と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、「
本
質
的
に
表
現
的
で
あ
る
場
合
に
の
み
修
正
一
条
の
保
護
を
受
け
る
」
と
し
た
う
え
、「
典
型
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
フ
ィ
ー
ド
で
さ
え
、
こ
の
判
断
〔
本
質
的
に
表
現
的
で
あ
る
か
〕
は
見
た
目
以
上
に
複
雑
で
あ
る
」（

（3
（

と
し
、
①
「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が

単
に
各
ユ
ー
ザ
ー
が
好
む
と
判
断
し
た
内
容
…
…
を
自
動
的
に
提
供
す
る
場
合
」
や
、
②
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
所
有
者
が
「
憎
悪

的
」
コ
ン
テ
ン
ツ
の
削
除
を
Ａ
Ｉ
に
指
示
は
す
る
が
、
何
が
「
憎
悪
的
」
で
何
を
削
除
す
べ
き
か
の
具
体
的
判
断
を
Ａ
Ｉ
の
大
規
模

言
語
モ
デ
ル
に
依
拠
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、「
修
正
一
条
の
権
利
を
有
す
る
人
間
が
…
…
『
本
質
的
に
表
現
的
な
選
択
』
を
行
っ

た
」
と
は
言
え
な
い

0

0

0

0

可
能
性
が
あ
る（

（3
（

と
す
る
バ
レ
ッ
ト
判
事
（Barrett, J,

）
の
同
意
意
見
、
さ
ら
に
は
、
人
間
に
よ
る
編
集
と
Ａ
Ｉ

推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
選
別
・
提
供
と
の
同
等
性
を
根
本
的
に
疑
問
視
す
る
ア
リ
ー
ト
判
事
（A

lito., J.

）
の
結
果
同
意
意
見

が
あ
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
等
の
技
術
的
特
徴
を
軽
視
し
、
安
易
に
人
間
に
よ
る
編
集
と
の
同
等
性
を
認
め
た
ケ
ー
ガ
ン

判
事
の
多
数
意
見
に
は
連
邦
最
高
裁
の
な
か
で
も
厳
し
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、M

oody

判
決
が
出
さ
れ
た

以
降
も
、
先
述
の
問
い
は
な
お
開
か
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
や
ピ
ー
タ
ー
ズ
の
議
論
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
か
か
る
論
点
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

2　

Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
実
態

　

ま
ず
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
実
態
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
本
格
的
に
導
入
し
た
の
が
、
機
械
学
習
モ
デ
ル
の
Ａ
Ｉ
で
あ
る
。



117

操作と言論

例
え
ばT

w
itter

（
現
Ｘ
）
は
、
二
〇
一
六
年
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
表
示
順
を
時
系
列
順
か
ら
Ａ
Ｉ
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
順
に
変
更

し
て
い
る
が（

（3
（

、「
今
で
は
全
て
の
主
要
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
、
表
示
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
択
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
深
層
学
習

モ
デ
ル
に
依
存
し
て
い
る
」（

（3
（

と
い
う
。
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
と
は
、
単
純
に
言
え
ば
、
ウ
ェ
ブ
上
の
行
動
履
歴
等
を
含
む
膨
大
な
個

人
デ
ー
タ
（
シ
グ
ナ
ル
）
に
基
づ
き
、
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
当
該
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
ど
の
程
度
関
連
性
が
あ
る
か
を
判
断
し
、
当

該
ス
コ
ア
に
応
じ
て
自
動
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
当
該
ユ
ー
ザ
ー
に
フ
ィ
ー
ド
す
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
そ
れ

が
機
械
学
習
モ
デ
ル
に
依
拠
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
特
徴
に
関
す
る
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
レ
ビ
ィ
（M

ackenzie 

A
ustin &

 M
ax Levy

）
の
整
理
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
1
．
従
来
の
コ
ー
ド
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
記
述
し
た
ル
ー
ル
の
み
を
実
行
す
る
。
従
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
従
う
べ
き
ル
ー
ル
を
決
定
し
、
当
該
ル
ー
ル
を
コ
ー
ド
に
翻
訳
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
、
コ
ー
ド
が
実
行
さ
れ
る
際
、

記
述
さ
れ
た
ル
ー
ル
が
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
確
実
に
理
解
で
き
る
。

2
．
機
械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
予
測
を
行
う
た
め
の
独
自
の
ル
ー
ル
を
記
述
す
る
。
機
械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
唯
一
の
機
能
は
予
測

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
機
械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
複
雑
な
数
学
を
用
い
て
自
動
的
に
実
行
さ
れ
る
独
自
の
ル
ー
ル
を
記
述
す
る
こ
と
で

予
測
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
主
た
る
役
割
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
何
を
予
測
す
べ
き
か
を
指
示
し

…
…
、
考
慮
す
べ
き
変
数
を
決
定
し
…
…
、
モ
デ
ル
に
投
入
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
確
保
し
、
モ
デ
ル
の
自
動
的
な
数
学
的
処
理
を
促

進
す
る
特
定
の
「
取
っ
手
（knobs

）」
を
調
整
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
…
…
困
難
で
複
雑
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
業
が
ど
れ

ほ
ど
困
難
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
基
本
的
任
務
、
す
な
わ
ち
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
予
測
を
形
作
る
ロ
ジ

ッ
ク
を
決
定
す
る
こ
と
に
は
参
加
し
な
い
。
つ
ま
り
、
機
械
は
予
測
に
お
い
て
各
変
数
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
で
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
各
変
数
が

予
測
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
独
立
し
て
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

3
．
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
機
械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
特
定
の
予
測
を
行
う
理
由
を
説
明
で
き
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
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「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
で
あ
り
、
そ
の
ル
ー
ル
は
人
間
が
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
複
雑
で
あ
る
。
ま
た
、
ル
ー
ル
の
集
合
が
膨
大
す
ぎ
て
、

人
間
が
実
際
上
処
理
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
本
質
的
な
不
透
明
性
と
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
ル
ー
ル
を
記
述
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実

は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
通
常
そ
の
動
作
原
理
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

4
．
機
械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
出
力
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
帰
す
こ
と
の
で
き
な
い
誤
り
が
常
に
存
在
す
る
。
機
械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
は
確
率
を
計
算
し
て
予
測
を
行
う
。
確
率
の
本
質
上
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
結
果
を
一
〇
〇
％
正
確
に
予
測
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
、
少
な

く
と
も
一
部
の
予
測
は
必
然
的
に
誤
り
う
る
。
確
か
に
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
従
来
型
の
コ
ー
ド
を
用
い
て
予
測
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
―
―

こ
れ
も
ま
た
必
然
的
に
誤
り
を
生
む
予
測
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
型
の
コ
ー
ド
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
ル
ー
ル
を
記
述
す
る
た
め
、
予
測

が
誤
っ
て
い
て
も
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
書
い
た
ル
ー
ル
を
忠
実
に
実
行
し
た
に
過
ぎ
ず
、
誤
り
を
直
接
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
帰

す
こ
と
が
で
き
る
。
機
械
学
習
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
ル
ー
ル
を
記
述
せ
ず
、
完
全
に
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」（

（3
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
機
械
学
習
モ
デ
ル
の
導
入
が
意
味
す
る
の
は
、
当
然
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
順
位

付
け
等
に
対
し
て
人
間
の
関
与
が
限
定
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
、
こ
の
Ａ
Ｉ
が
、
必
然
的
に
ユ
ー
ザ
ー
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
最

大
化
を
目
的
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
は
、
か
か
る
指
示
を
受
け
、
自
ら
推
薦
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
反
応
を
細
か
く
観
察
し
、
そ
の
成
果
に
応
じ
て
ま
た
次
の
推
薦
を
調
整
す
る
と
い
う
、
終
わ
り
な
き
調

整
ゲ
ー
ム
を
自
ら
独
立
し
て
行
い
、「
人
間
の
行
動
の
た
め
の
最
適
化
ル
ー
プ
（optim

ization loop for hum
an behavior

）」
に
作

り
出
す
と
指
摘
さ
れ
る（

（4
（

。
実
際
、
こ
の
「
ル
ー
プ
」
の
効
果
は
非
常
に
高
く
、
機
械
学
習
に
よ
る
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
動
画
に
対
す
る
視
聴
時
間
）
は
三
〇
～
五
〇
％
も
増
加
し
た
と
い
う（

（4
（

。
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3　

検
討

（
1
）　

Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
操
作
性

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
出
力
は
、
修
正
一
条
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
の
か
、
保
護
さ
れ
る
と
し
て
も

ど
の
程
度
の
保
護
を
受
け
る
の
か
。
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
説
得
性
原
則
や
自
律
性
に
関
す
る
議
論
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ

が
人
間
に
よ
る
編
集
と
は
根
本
的
に
異
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
が
両
者
の
質
的
相
違
を
い
う
際
に
ま
ず
注
目
す
る
の
は
、
Ａ
Ｉ

推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
出
力
の
「
操
作
性
」
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、「
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
は
人
間
の
編
集
者
よ

り
も
聞
き
手
を
操
作
で
き
」（

（4
（

、「
戦
略
的
目
標
達
成
の
た
め
に
人
間
を
操
作
す
る
能
力
を
一
貫
し
て
占
め
て
い
る
」（

（4
（

と
い
う
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
操
作
は
、
理
性
的
プ
ロ
セ
ス
に
訴
え
る
「
説
得
」
と
は
異
な
り
、
聞
き
手
の
自
律
性
を
害
す
る
が
が
ゆ
え
に
、
も
し
彼
の

理
解
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
れ
は
修
正
一
条
の
価
値
に
反
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
他
の
論
者
の
指
摘
も
適
宜
参
照
し

な
が
ら
、
ピ
ー
タ
ー
ズ
の
議
論
を
み
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
サ
サ
ー
ら
（D

aniel Susser et al.

）
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
操
作
性
を
、「
意
思
決
定
の
脆
弱
性
を
標

的
に
し
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、〔
①
〕
意
図
的
か
つ
〔
②
〕
秘
密
裏
に
〔
誰
か
の
〕
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
」（

（4
（

と

定
義
し
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出
力
は
①
お
よ
び
②
を
満
た
す
と
い
う
。
①
（
意
図
）
に
つ
い
て
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
コ
ン
テ

ン
ツ
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
増
大
さ
せ
れ
ば
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
設
定
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
は
、

「
人
間
の
振
る
舞
い
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
報
酬
を
常
に
追
求
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
常
に
〔
人
間
の
意
思
決
定
に
〕
影
響

を
与
え
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
」（

（4
（

と
言
い
う
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
②
（
秘
密
性
）
に
つ
い
て
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
推
薦
シ
ス
テ
ム
の

挙
動
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
多
く
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
公
開
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
機
械
学
習
モ
デ
ル
は

「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
意
思
決
定
過
程
に
関
す
る
人
間
の
理
解
を
一
般
に
拒
む
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

ユ
ー
ザ
ー
は
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
操
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作
性
の
定
義
に
お
け
る
「
秘
密
性
」
要
件
も
満
た
す
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。

　

仮
に
こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出
力
が
「
操
作
性
」
の
前
記
定
義
の
①
・
②
を
満
た
す
と
す
れ
ば
、
重
要
に
な

る
の
は
、
当
該
出
力
が
人
間
の
意
思
決
定
に
実
際
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
で
あ
ろ
う
。
ピ
ー
タ
ー
ズ
が
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
の

は
、
当
該
出
力
の
「
個
別
化
（personalization

）」
で
あ
る
。
人
間
の
編
集
者
も
、
確
か
に
情
報
の
受
け
手
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
意
図
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
ぼ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
編
集
者
は
、
特
定
個
人
の
属
性
や
脆
弱
性
を
詳
細
に
把
握
す

る
能
力
を
も
た
ず
、
不
特
定
多
数
者
や
せ
い
ぜ
い
特
定
集
団
の
一
般
的
傾
向
を
利
用
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
他
方
で
Ａ
Ｉ
推
薦

シ
ス
テ
ム
は
、
大
量
の
個
人
デ
ー
タ
を
通
じ
た
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
特
定
個
人
の
属
性
や
脆
弱
性
を
把
握
し
、
コ
ン
テ
ン

ツ
を
個
別
化
し
て
フ
ォ
ー
ド
で
き
る
と
い
う（

（4
（

。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
特
定
個
人
に
既
に
備
わ
っ
て
い
る
脆
弱
性
を
利
用
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
脆
弱
性
を
新
た
に
作
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
既
に
カ
ロ
（Ryan Calo

）
が
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
個
人
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
、「
か
つ
て
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
規
模
で
消
費
者
が
ど
の
よ
う
に
合
理
的
意
思
決
定

か
ら
逸
脱
す
る
の
か
を
見
通
し
、
そ
れ
に
つ
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
い
ま
や
カ
モ
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
カ
モ
を
作

り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（4
（

と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
加
え
て
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
は
ユ
ー
ザ
ー
の

選
好
や
思
考
そ
の
も
の
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
彼
は
、「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
将
来
、
人
々
を
よ
り
影

響
を
受
け
や
す
く
、
よ
り
高
い
レ
ー
ト
で
マ
ネ
タ
イ
ズ
で
き
る
よ
う
に
す
べ
く
、
そ
の
行
動
を
変
え
る
よ
う
に
人
々
を
操
作
す
る
こ

と
を
学
習
し
て
き
た
」（

（4
（

と
す
る
ラ
ッ
セ
ル
（Stuart Russell
）
の
研
究
な
ど
を
参
照
し
、「
Ａ
Ｉ
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
最
大

化
す
る
最
善
の
方
法
が
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
我
々
の
選
好
に
合
わ
せ
る
の
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
が
提
示
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
合
わ
せ
て
我
々

の
選
好
の
方
を
変
え
る
こ
と
な
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」（

（5
（

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

マ
ー
ク
ス
（M

ason M
arks

）
も
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
操
作
的
権
力
に
着
目
し
た
論
文
「
生
の
支
配
力
（biosuprem

acy

）」（
（5
（

に
お
い
て
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
マ
ー
ク
ス
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
て
そ
の
選
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考
や
意
識
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
「
感
知
ネ
ッ
ト
（sensing net

）」
と
、
ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
「
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ネ
ッ
ト
（control net

）」
の
両
方
を
も
ち
、
両
者
を
絶
え
ず
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
「〔
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〕
企
業
の
定
立

し
た
規
範
（norm

s

）
に
自
ら
の
行
動
を
適
合
さ
せ
る
よ
う
人
々
を
誘
導
し
て
い
る
」（

（5
（

と
指
摘
し
て
い
る
。
マ
ー
ク
ス
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
、「
感
知
ネ
ッ
ト
が
行
動
の
推
論
や
予
測
と
い
う
か
た
ち
で
知
識
を
生
成
し
、
然
る
後
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ネ
ッ
ト
が
こ
の

知
識
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
集
団
や
個
人
を
操
作
す
る
」（

（5
（

。

　

こ
う
し
た
「
操
作
」
が
実
際
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
は
、
機
械
学
習
モ
デ
ル
の
導
入
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
が
三
〇
～
五
〇
％
も
増
加
し
た
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
自
身
の
告
白
か
ら
も
、
ま
た
近
年
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
依
存
の
深
刻
化
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
科
学
機
関
は
、

そ
の
研
究
を
通
じ
て
、「
人
間
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
脆
弱
性
」
に
つ
け
込
む
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
が
、
約
七
〇

％
の
確
率
で
人
間
を
意
図
し
た
選
択
に
誘
導
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
研
究
の
責
任
者
に
よ
る
と
、
か
か
る
結
果

は
「
機
械
が
人
間
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
人
間
の
意
思
決
定
を
誘
導
す
る
こ
と
を
学
習
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」（

（5
（

と
い
う
。

（
2
）　

受
け
手
の
自
律
性

　

こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
出
力
が
憲
法
上
の
価
値
を
有
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
先
述
の
と
お
り
ピ
ー
タ
ー

ズ
は
、
第
一
に
、
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明
と
同
様
、
そ
れ
が
「
標
的
に
な
る
者
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
隠
れ
た
脆
弱
性
に

つ
け
込
み
、
理
性
的
な
意
思
決
定
を
迂
回
し
て
行
動
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
」（

（5
（

点
を
挙
げ
る
。
つ
ま
り
、
個
人
の
自
律
性
を
害

す
る
た
め
に
修
正
一
条
の
価
値
を
も
た
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
は
、「
Ａ
Ｉ
は
自
ら
の
内
部
目
標
に
奉
仕
す
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
個
別
化
し
た
情
報
の
ル
ー
プ
へ
と
ユ
ー
ザ
ー
を
誘
導
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
自
由
に
理
性
を
働
か
せ
て
判
断
を
下

し
、
独
自
の
結
論
に
至
る
こ
と
を
妨
げ
る
」
と
説
明
し
た
う
え
、
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
受
け
手
の
「
自
律
性
（autonom

y

）
が
自

動
性
（autom

aticity

）
―
―
意
識
的
な
注
意
を
必
要
と
し
な
い
習
慣
的
で
予
測
認
知
的
（precognitive

）
な
振
る
舞
い
―
―
に
置
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き
換
え
ら
れ
て
い
く
」（

（5
（

と
す
る
コ
ー
エ
ン
（Julie Cohen

）
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
。

　

こ
の
「
自
動
性
」
は
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
が
「
誘
導
」
の
典
型
と
し
た
「
軽
率
な
行
動
（ill-considered action

）
を
惹
起
す
る
言
明
」

と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
た
め
、
以
下
、
右
言
明
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

　

ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
こ
の
「
軽
率
な
行
動
を
惹
起
す
る
言
明
」
が
憲
法
上
の
価
値
を
有
し
な
い
こ
と
は
、
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
判
事

（Brandeis, J.
）
が
定
式
化
し
た
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
で
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
定
式
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
「
邪
悪
な
助
言
（counsels
）
に
対
す
る
適
切
な
救
済
策
は
、
善
意
の
助
言
で
あ
る
。
…
…
言
論
か
ら
生
じ
る
危
険
は
、
そ
の
悪
影
響
が

差
し
迫
り
、
十
分
な
議
論
の
機
会
を
得
る
前
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（before there is opportunity for full discussion

）
現
実
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
議
論
を
通
じ
て

0

0

0

0

0

0

虚
偽
〔
の
思
想
〕
や
誤
謬
を
暴
き
、
教
育
の
プ
ロ
セ
ス
を
通

じ
て
邪
悪
さ
を
回
避
す
る
時
間
が
あ
る
な
ら
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

、
適
用
す
べ
き
救
済
策
は
さ
ら
な
る
言
論
な
の
で
あ
っ
て
、
強
制
さ
れ
た
沈
黙
で
は
な
い
」（

（5
（

（
強
調
は
筆
者
。〔　

〕
内
は
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
脚
注（

（5
（

を
踏
ま
え
て
筆
者
が
補
完
し
た
も
の
）。

　

ス
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
に
関
す
る
こ
の
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
定
式
は
、
理
性
に
基
づ
く
「
十
分
な
時

間
」
を
与
え
ず
に
直
接
行
動
を
惹
起
す
る
よ
う
な
「
言
論
」
は
規
制
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
右
定
式
は
、「
邪
悪
な

目
的
を
『
十
分
な
議
論
の
機
会
を
得
る
前
に
』
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
軽
率
な
行
動
を
惹
起
す
る
言
論
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
保
護
の

対
象
と
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」（

（6
（

と
い
う
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
出

力
が
、
コ
ー
エ
ン
の
い
う
自
動
的

0

0

0

あ
る
い
は
反
射
的
な

0

0

0

0

ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
を
絶
え
ず
促
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の

「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
の
定
式
か
ら
み
て
も
憲
法
上
の
価
値
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
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実
際
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
採
用
す
る
情
報
技
術
は
、「〔
脳
活
動
の
〕
潜
在
的
な
部
分
に
意
図
的
に
働
き
か
け
よ
う
と
し

て
」
お
り
、「〔
思
考
・
判
断
を
司
る
〕
大
脳
新
皮
質
で
は
な
く
て
〔
情
動
を
司
る
〕
大
脳
辺
縁
系
、
小
脳
、
も
っ
と
い
え
ば
脳
幹
部
、

脊
髄
に
近
い
橋
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
〝
爬
虫
類
の
脳
〟
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
特
化
し
て
刺
激
が
与
え
ら
れ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
に

0

0

0

反
応
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
る
」（
強
調
は
筆
者
）（

（6
（

と
い
う
認
知
神
経
学
者
の
指
摘
や
、
人
間
の
思
考
の
あ
り
方
に
関
す

る
心
理
学
者
カ
ー
ネ
マ
ン
（D

aniel K
ahnem

an

）
の
二
重
過
程
理
論
（D

ual Process theory

）（
（6
（

を
踏
ま
え
て
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ

ム
等
の
技
術
は
、「
シ
ス
テ
ム
1
」
と
い
う
直
感
的
で
処
理
速
度
の
速
い
思
考
モ
ー
ド
に
ト
リ
ガ
ー
を
か
け
、「
シ
ス
テ
ム
2
」
と
い

う
論
理
的
・
内
省
的
で
処
理
速
度
の
遅
い
―
―
認
知
的
リ
ソ
ー
ス
を
多
く
消
費
す
る
―
―
思
考
モ
ー
ド
を
抑
え
込
む
よ
う
に
発
展
し

て
き
て
い
る
と
の
指
摘（

（6
（

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
出
力
は
、「
自
律
性
」
で
は
な
く
「
自
動
性
」
と
結

び
つ
く
も
の
で
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
価
値
を
否
定
さ
れ
る
「
軽
率
な
行
動
を
惹
起
す
る
言
明
」
と
も
関
連
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
こ
う
し
た
議
論
に
対
し
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
は
ユ
ー
ザ
ー
が
欲
す
る
も
の
、

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
の
自
律
性
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
反
論
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
。
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
主
張
に
再
反
論
を
加
え
る
に
あ
た
り
、〈
人
間
＝
餌

＝
犬
〉
の
関
係
に
関
す
る
以
下
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
人
間
が
餌
を
使
っ
て
犬
を
訓
練
す
る
場
合
、
犬
は
、
報
酬
を
得
る
た
め
に
喜
ん
で
自
ら
の
振
る
舞
い
を
変
え
る
。
確
か
に
、
餌
は
犬
が

最
も
欲
し
、
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
餌
が
犬
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
人
間
が
〔
犬
に
対
し
て
〕
支
配
権
を

も
ち
、
犬
の
欲
求
や
必
要
性
を
利
用
し
て
自
ら
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
何
ら
変
え
る
も
の
で
は
な
い
」（

（6
（

。
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ピ
ー
タ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
が
出
力
す
る
「
餌
」
を
我
々
が
「
欲
す
る
」
と
し
て
も
、
そ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
よ
る
「
操
作
」
で
あ
り
、
我
々
の
自
律
性
な
い
し
は
尊
厳
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
。

　

ま
た
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
Ａ
Ｉ
出
力
が
憲
法
上
の
価
値
を
有
し
な
い
第
二
の
理
由
と
し
て
、
そ
れ
が
理
性
的
な
思
考
（
シ
ス
テ
ム
2
）

を
妨
げ
る
こ
と
で
、
表
現
の
自
由
の
も
う
一
つ
の
価
値
で
あ
る
民
主
的
自
己
統
治
の
前
提
を
も
掘
り
崩
す
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
か

つ
て
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
判
事
は
、
建
国
者
は
「
熟
慮
の
力

0

0

0

0

（deliberative forces

）
が
統
治
に
お
け
る
恣
意
性
を
打
ち
破
る
も
の
と
信

じ
た
」（
強
調
は
筆
者
）（

（6
（

と
述
べ
た
が
、
仮
に
こ
う
し
て
、「
理
性
と
『
熟
慮
の
力
』
の
行
使
こ
そ
が
民
主
的
自
己
決
定
の
基
礎
」（

（6
（

だ

と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
使
を
妨
げ
る
「
操
作
」
は
、
民
主
的
自
己
統
治
や
思
想
の
自
由
市
場
の
前
提
を
揺
る
が
す
も
の
と
し
て

憲
法
上
の
価
値
を
否
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
リ
ド
ス
キ
ー
（Lyrissa Barnett Lidsky

）
も
、
同
様
に
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
民
主
主
義
は
、
市
民
に
集
団
的
運
命
を
選
択
す
る
権
利
を
認
め
る
。
そ
の
選
択
が
強
制
ま
た
は
操
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
選
択
は
無
意
味
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
基
本
原
理
に
反
す
る
民
主
的
な
決
定
は
、
端
的
に
正
統
性
を
も
た
な
い
」（

（6
（

。

（
3
）　

送
り
手
の
自
律
―
―
言
論
の
確
実
性
原
則

　

ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
人
間
に
よ
る
編
集
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
編
集
」
と
の
差
異
、
ま
た
後
者
の
憲
法
的
価
値
を
検
討
す
る
う
え
で
、

（
2
）
で
述
べ
た
受
け
手
の
自
律
性
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
送
り
手
の
自
律
性
へ
の
影
響
を
も
考
慮
す
べ
き
と
説
く
。

　

ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、
そ
の
際
に
ま
ず
、
連
邦
最
高
裁
が
、
編
集
権
に
つ
い
て
「
新
聞
に
掲
載
す
る
素
材
の
選
択
、
紙
面
の
サ
イ
ズ
や

内
容
に
関
す
る
決
定
、
公
共
問
題
や
公
職
者
の
扱
い
…
…
は
編
集
上
の
統
制
と
判
断
の
行
使

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
構
成
す
る
」（
強
調
は
筆
者
）（

（6
（

と
し
、

「
こ
の
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
へ
の
政
府
の
規
制
」（

（6
（

が
修
正
一
条
違
反
と
な
り
う
る
と
述
べ
た
り
、
編
集
権
を
「
自
ら
の
言
論
を
統
制
す

る
自
律
性
（autonom

y to control one’s ow
n speech

）」（
（7
（

と
表
現
し
た
り
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
確
認
す
る
。
彼
は
、
こ
の
よ
う

な
文
言
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
連
邦
最
高
裁
が
編
集
権
を
保
護
し
て
き
た
の
は
、
理
性
に
従
っ
て
自
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
送
り
手
の
自
律
性
に
価
値
を
認
め
て
き
た
か
ら
な
の
だ
と
い
う（

（7
（

。
そ
の
う
え
で
彼
は
、
も
し
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
出
力
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を
人
間
が
実
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

0

0

0

0

の
な
ら
ば
、
か
か
る
出
力
は
―
―
こ
れ
ま
で
連
邦
最
高
裁
が
編
集
権
行
使
と
し
て
保

護
し
て
き
た
も
の
と
全
く
異
な
り
―
―
憲
法
上
の
価
値
を
有
し
な
い
と
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
行
論
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
の
出
力
に
対
し
て
人
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
実
際
に

0

0

0

ど
こ
ま
で
及
ぶ
か

で
あ
る
。
既
に
2
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
レ
ヴ
ィ
の
見
解
を
示
し
た
が
、
ピ
ー
タ
ー
ズ
も
同
様
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は

「〔
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
〕
モ
デ
ル
構
造
に
対
し
て
広
範
で
一
般
的
な

0

0

0

0

0

0

0

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（broad, generalized control

）
を
行
使
し
て

い
る
」
も
の
の
、「
各
ユ
ー
ザ
ー
に
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
推
薦
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
Ａ
Ｉ
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
推
薦

す
る
の
か
を
把
握
し
て
い
な
い
」
と
し
、「
Ａ
Ｉ
が
特
定
の
状
況
下
で
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
の
か
を
知
ら
な
い
」（

（7
（

と
述
べ
る
。

ま
た
、「
機
械
学
習
シ
ス
テ
ム
は
人
間
の
完
全
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
な
い
と
い
う
事
実
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
」（

（7
（

と

す
る
専
門
家
の
見
解
に
依
拠
し
つ
つ
、
よ
り
具
体
的
に
、「
Ａ
Ｉ
は
人
間
の
介
入
か
ら
独
立
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
特
定
し
た
内
部
目
標
を
追
求
す

る
こ
と
で
、
人
間
が
定
義
し
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
目
標
を
達
成
す
る
方
法
を
学
習
す
る
」（
強
調
は
筆
者
）（

（7
（

な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
ピ
ー
タ
ー
ズ
は
、「
編
集
判
断
に
Ａ
Ｉ
を
用
い
る
場
合
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
も
は
や
編
集
判
断
に
際
し
て
自
ら
の
理

性
や
判
断
を
用
い
て
い
る
と
は
言
え
〔
ず
〕」、「
人
間
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
比
較
し
て
、
Ａ
Ｉ
へ
の
委
任
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
が
自
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
し
て
行
使
す
る
自
律
性
を
低
下
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
修
正
一
条
に
よ
る
保
護
の
価
値
を
損
な
う
」（

（7
（

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
レ
ヴ
ィ
の
説
く
「
言
論
の
確
実
性
（speech certainty

）」
原
則
も
、
同
様
の
結
論
を
導
く
。
彼
ら
の
い
う
言

論
の
確
実
性
原
則
と
は
、
歴
史
的
に
修
正
一
条
は
、
発
話
者
が
そ
の
発
話
の
時
点
で
、
自
ら
が
発
話
す
る
内
容
を
確
実
に
理
解
し
て

い
た
「
言
論
」
の
み
を
保
護
し
て
き
た
と
考
え
る
見
解
で
あ
る（

（7
（

。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
規
範
論
的
に
支
え
て
い
る
の
も
、
や
は

り
「
自
律
性
」
だ
と
い
う（

（7
（

。
発
話
者
が
発
話
時
点
で
そ
の
内
容
を
確
実
に
特
定
で
き
る
言
論
の
み
が
保
護
さ
れ
て
き
た
の
は
、
修
正

一
条
が
、
発
言
す
る
か
し
な
い
か
の
選
択
に
対
す
る
個
人
の
自
律
性
を
保
障
す
る
こ
と
を
（
少
な
く
と
も
一
つ
の
）
目
的
と
し
て
き
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た
か
ら
だ（

（7
（

、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
レ
ヴ
ィ
は
、
詳
細
な
判
例
分
析
に
よ
り
言
論
の
確
実
性
原
則
を
裏
付
け
、
ま
た
自
律
性
原
理
か
ら
規
範
論
的
に

も
こ
れ
を
基
礎
づ
け
た
う
え
で
、
当
該
原
則
を
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
へ
と
適
用
す
る
。
容
易
に
想
像
し
う
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
よ
れ

ば
、「
従
来
型
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
記
述
し
た
ル
ー
ル
に
忠
実
に
従
い
、
そ
の
出
力
を
決
定
す
る
の
に
対
し
て
、
機

械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
自
ら
ル
ー
ル
を
記
述
す
る
」（

（7
（

が
ゆ
え
に
、
従
来
型
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（Facebook

が
機
械
学
習
を
広
く
採
用

す
る
前
に
使
っ
て
い
た
二
〇
一
〇
年
頃
のEdgeRank

な
ど
）
の
場
合
は
別
論
、
機
械
学
習
に
つ
い
て
は
、「
発
話
者
で
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
は
、
出
力
が
生
成
さ
れ
る
時
点
で
そ
の
内
容
を
確
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（

（8
（

。
あ
る
い
は
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
「
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
公
開
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〔
自
ら
〕
が
公
開
を
意
図
し
た
も
の
と
一
致
す
る
こ
と
を
確
信
で

き
な
い
」（

（8
（

。
か
く
し
て
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
レ
ヴ
ィ
は
、
言
論
と
し
て
の
確
実
性
を
欠
く
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
の
出
力
を
、
修
正
一
条

が
保
護
し
て
き
た
「
言
論
」
か
ら
は
逸
脱
し
た
も
の
と
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
受
け
手
お
よ
び
送
り
手
の
自
律
性
を
修
正
一
条
の
重
要
な
価
値
と
み
る
種
々
の
議
論
を
概
観
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
に
よ

れ
ば
、
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出
力
は
、
少
な
く
と
も
人
間
に
よ
る
編
集
と
同
等
の
憲
法
的
価
値
を
も
た
ず
、
し
た
が
っ
て
、

少
な
く
と
も
そ
れ
と
同
等
の
保
護
を
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

4　

示
唆

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
議
論
は
、
日
本
の
判
例
の
読
解
に
も
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
。
周
知
の
と
お
り
日
本
の
最

高
裁
は
、Google

の
検
索
結
果
の
削
除
請
求
に
関
す
る
事
案（

（8
（

で
、
自
動
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
「
検
索
結
果
の
提
供
は

検
索
事
業
者
〔Google

〕
自
身
に
よ
る
表
現
行
為
と
い
う
側
面
を
有
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
強
調
は
筆
者
）
と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

　

最
高
裁
が
、
か
よ
う
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
「
言
論
」
と
憲
法
二
一
条
が
保
障
す
る
表
現
の
自
由
と
の
関
係
性
を
あ
え
て
曖
昧
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に
し
た
の
は
、
ピ
ー
タ
ー
ズ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
動
作
に
対
す
る
人
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
限
定
性
や
、

人
間
に
よ
る
編
集
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
編
集
と
の
本
質
的
相
違
―
―
「
送
り
手
の
自
律
性
」
に
か
か
わ
る
問
題
―
―
を
意
識
し

て
い
た
よ
う
に
も
解
さ
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
二
〇
一
七
年
に
出
さ
れ
た
本
判
決
は
、
検
索
結
果
提
供
行
為
が
違
法
と
な
る
か
否
か
は
、

「
当
該
〔
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
属
す
る
〕
事
実
を
公
表
さ
れ
な
い
法
的
利
益
と
当
該
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
情
報
を
検
索
結
果
と
し
て
提
供
す
る
理
由

に
関
す
る
諸
事
情
を
比
較
衡
量
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
当
該
事
実
を
公
表
さ
れ
な
い
法
的
利
益
が
優
越
す
る
こ
と

が
明
ら
か
な

0

0

0

0

場
合
に
は
、
検
索
事
業
者
に
対
し
て
、
当
該
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
情
報
を
検
索
結
果
か
ら
削
除
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
」（
強
調
は
筆
者
）
と
述
べ
て
い
た
。
無
論
、
こ
の
「
明
ら
か
」
要
件
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
「
言

論
」
の
重
要
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
判
決
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
「
言
論
」
の
憲
法
上
の
位
置
付
け
に
曖
昧
さ
を
残
し
つ

つ
も
、
実
質
的
に
は
そ
の
憲
法
的
価
値
を
承
認
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
最
高
裁
は
、T
w

itter
（
現
Ｘ
）
の
投
稿
記
事
の
削
除
請
求
事
件
で
、
い
ま
述
べ
た
「
明
ら
か
」
要
件
を
外
し

て
削
除
の
可
否
を
判
断
し
た
（
二
〇
二
二
年
）（

（8
（

。
も
ち
ろ
ん
、
本
件
に
お
け
る
「
明
ら
か
」
要
件
の
不
使
用
は
、T

w
itter

と
い
う
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
・
利
用
実
態
と
、Google
が
提
供
す
る
検
索
機
能
―
―
「
情
報
流
通
の
基
盤
と
し
て
〔
の
〕」
大
き
な

役
割（

（8
（

―
―
と
の
相
違
に
よ
っ
て
説
明
可
能
で
あ
り
、
実
際
そ
の
よ
う
な
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
が（

（8
（

、
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら

は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
見
方
も
あ
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ス
ト
ラ
ウ
ス
、
ピ
ー
タ
ー
ズ
、
さ
ら
に
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
レ
ビ
ィ

の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
機
械
学
習
の
精
度
が
上
が
っ
たT

w
itter

の
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
は
、
人
間
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

困
難
と
な
る
こ
と
で
送
り
手
の
自
律
性

0

0

0

0

0

0

0

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
制
約
さ
れ
る
と
も
に
（
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
、
出
力
の
生
成
段
階
で
そ
の
内

容
を
確
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
言
論
確
実
性
の
原
則
か
ら
も
「
言
論
」
該
当
性
が
疑
わ
れ
る
）、
受
け
手
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
奪
取
の
方
法
を
Ａ
Ｉ
が
学
習
、
洗
練
さ
せ
る
こ
と
で
、
受
け
手
に
対
す
る
操
作
可
能
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
る
―
―
受
け
0

0

手
の
自
律
性

0

0

0

0

0

も
害
さ
れ
る
―
―
と
も
言
い
う
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、T

w
itter

の
Ａ
Ｉ
推
薦
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出
力
は
、Google
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の
（
当
時
の
）
検
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
出
力
と
比
べ
て
、
人
間
の
統
制
が
及
び
に
く
く
、
か
つ
操
作
可
能
性
が
高
い
が
ゆ
え
に
、

「
言
論
（speech

）」
と
し
て
の
憲
法
上
の
価
値
が
低
く
、
対
立
利
益
と
の
衡
量
場
面
で
「
明
ら
か
」
要
件
が
外
さ
れ
た
と
解
す
る
余

地
も
あ
る
だ
ろ
う
（
同
じ
理
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
さ
ら
に
高
度
化
・
複
雑
化
し
た
対
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
出
力
に
も
当
て
は
ま
る
）。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
最
高
裁
判
決
・
決
定
は
、
連
邦
最
高
裁
のM

oody

判
決
と
同
様
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
言
論
」
の
憲

法
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
あ
え
て
多
く
を
語
ら
ず
、
技
術
の
進
歩
に
対
し
て
敬
譲
を
払
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
生
成

Ａ
Ｉ
に
よ
る
出
力
を
含
め
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
言
論
」
が
我
々
に
多
く
の
便
益
を
も
た
ら
す
一
方
、
様
々
な
課
題
を
惹
起
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、「
な
ぜ
表
現
の
自
由
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
目
的
や
価
値
に
ま
で
遡
り
、
そ
の
憲
法
上

の
位
置
付
け
を
探
究
す
る
営
み
は
不
可
避
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四　

終
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
は
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
説
得
性
原
則
と
そ
の
後
継
の
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明
と
Ａ
Ｉ
推
薦

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出
力
の
憲
法
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
き
た
。

　

現
在
の
情
報
空
間
を
「
デ
ュ
オ
ニ
ソ
ス
劇
場
」
に
喩
え
る
ケ
リ
ー
の
見
立
て
が
情
緒
的
に
過
ぎ
る
と
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
発
展
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ｉ
の
劇
的
進
化
が
、
か
か
る
空
間
の
性
質
を
大
き
く
変
容
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
そ
こ
で

は
―
―
こ
れ
ま
で
の
人
類
が
想
定
し
て
こ
な
か
っ
た
情
報
出
力
を
含
む
―
―
雑
多
な
「
言
論
」
が
溢
れ
る
。
こ
の
と
き
に
必
要
に
な

る
の
は
、
表
現
の
自
由
の
価
値
や
目
的
に
ま
で
遡
っ
て
、
憲
法
上
本
来
的
に

0

0

0

0

保
護
さ
れ
る
「
言
論
」
の
意
味
を
改
め
て
検
討
し
て
み

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（8
（

。

　

人
間
の
自
律
性
や
理
性
を
重
視
す
る
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
説
得
性
原
則
や
そ
の
後
継
理
論
に
は
も
ち
ろ
ん
批
判
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
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表
現
の
自
由
の
原
理
論
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
そ
こ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
な
い
し
情
報
出
力
が
憲
法
上
同
等
の
価
値
を
も
つ
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
包
み
隠
さ
ず
主
張
す
る
学
問
的
姿
勢
は
、
や
は
り
注
目
に
値
し
よ
う
。「
低
価
値
表
現
」
と
い
う
言
葉

が
憲
法
の
教
科
書
に
堂
々
と
書
か
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
憲
法
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
や
情
報
出
力
が
憲
法
二
一
条
に
よ
り
等
し
0

0

く
保
障
さ
れ
る
べ
き

0

0

0

0

0

0

0

0

と
解
釈
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
学
問
的
に
誠
実
な
の
は
、
表
現
な
い
し
情
報
出

力
の
間
の
序
列
や
「
差
別
」
を
消
極
的
に
受
容
し
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
序
列
の
存
在
を
前
提
に
、
そ
の
理
由
を

積
極
的
に
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

思
え
ば
、
日
本
の
最
高
裁
は
、
猥
褻
文
書
の
頒
布
等
の
禁
止
（
刑
法
一
七
五
条
）
を
合
憲
と
し
た
チ
ャ
タ
レ
イ
事
件
判
決（

（8
（

に
お
い

て
、「
猥
褻
文
書
は
性
欲
を
興
奮
、
刺
戟
し
、
人
間
を
し
て
そ
の
動
物
的
存
在
の
面
を
明
瞭
に
意
識
さ
せ
る
」、「
そ
れ
は
人
間
の
性

に
関
す
る
良
心
を
麻
痺
さ
せ
、
理
性
に
よ
る
制
限
を
度
外
視
し
、
奔
放
、
無
制
限
に
振
舞
い
、
性
道
徳
、
性
秩
序
を
無
視
す
る
こ
と

を
誘
発
す
る
危
険
を
包
蔵
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
日
本
の
憲
法
学
説
に
は
、「
猥
褻
」
の
定
義
困
難
性
や
そ
れ
に
よ

る
表
現
の
萎
縮
効
果
等
、
あ
る
種
手
続
的
な

0

0

0

0

問
題
を
指
摘
し
て
お
き
な
が
ら
、
人
間
の
動
物
的
側
面
を
「
刺
激
」
し
、
理
性
を
迂
回

し
て
「
振
舞
い
」
を
「
誘
発
」
す
る
―
―
と
最
高
裁
が
い
う
―
―
情
報
出
力
が
、
は
た
し
て
「
言
論
」
な
の
か
と
い
う
実
質
的
な

0

0

0

0

問

題
に
は
直
接
応
答
し
な
い
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た（

（8
（

。

　

我
々
の
理
性
に
訴
え
る
「
説
得
」
に
憲
法
上
特
別
な
意
味
を
与
え
、
そ
れ
と
「
誘
導
」・「
操
作
」
と
を
区
別
す
る
ス
ト
ラ
ウ
ス
の

説
得
性
原
則
か
ら
は
、
人
間
の
動
物
的
側
面
を
刺
激
し
て
振
舞
い
を
誘
発
す
る
こ
の
よ
う
な
情
報
出
力
は
、
仮
に
予
防
的
・
政
策
的

に
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
べ
き（

（8
（

だ
と
し
て
も
（
し
た
が
っ
て
刑
法
一
七
五
条
は
違
憲
と
解
さ
れ
る
余
地
は
あ
る
け
れ
ど
も
）、
本
来
的
な

「
言
論
」
と
は
み
な
さ
れ
な
い
と
評
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う（

（9
（

。
こ
う
し
た
原
理
論
は
―
―
説
得
性
原
則
を
批
判
す
る
も
の
も
含
め
て

―
―
身
元
不
明
の
種
々
の
情
報
出
力
が
溢
れ
か
え
る
時
代
に
お
い
て
は
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
表
現

の
自
由
の
基
底
的
価
値
を
害
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
事
実
に
関
す
る
虚
偽
言
明
が
、
憲
法
が
正
面
か
ら
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保
護
す
る
「
言
論
」
な
の
か
、
憲
法
上
予
防
的
・
政
策
的
に
保
護
さ
れ
る
情
報
出
力
に
過
ぎ
な
い
の
か
を
理
論
上
曖
昧
に
し
て
お
く

こ
と
は
、
リ
ド
ス
キ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
多
数
の
市
民
が
噓
、
ご
ま
か
し
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
基
づ
き
政
策
的
決
定
を
行
う
」

よ
う
誘
い
、「
主
権
を
国
民
の
手
か
ら
虚
偽
情
報
の
提
供
者
へ
と
明
け
渡
す
」
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う（

（9
（

。
骨
の
折
れ
る
仕
事
で
は
あ

る
も
の
の
、
こ
の
時
代
に
は
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
も
骨
太
の
「
総
論
」
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（9
（

。

（
1
）　Jem

im
a K

elly, T
w

itter isn’t the tow
n square, it’s the theatre, F

in
a
n
cia
l T

im
es

（M
ay  5, 2022

）, at https://w
w

w
.

ft.com
/content/9 3c17a9e-8f65-48e1-8273-c7772d6f1819.
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）　

山
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シ
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エ
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